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交通事故
(6月23日)

発生

死者

傷者

()は苫小牧署管内昨年同期

０

０

０

件

人

人

１月からの累計

148

２

159

(212)

(２)

(247)

件

人

人

日
午
前

時
、
石
山
１
、
白
老

斎
場
。
喪
主
は
夫
裕
一
さ
ん


【
安

平
】

森
下
紀
子
さ
ん


日
死

去
。

歳
早
来
栄
町

の
２


通
夜

日
午
後
４
時

分
～
同

５
時

分
（
随
時
）
、
葬
儀


日
午
前
９
時
～
同
９
時

分

（
随
時
）
、
早
来
栄
町

、
瑞

雲
寺
。
喪
主
は
夫
政
治
さ
ん


【
白

老
】

澤
口
利
枝
さ
ん


日
死

去
。

歳
大
町
３
の
４
の



通
夜

日
午
後
６
時
、
葬
儀


【
苫
小
牧
】

加
藤
リ
ヨ
子
さ
ん


日
死

去
。

歳
。
し
ら
か
ば
町
３
の


の
６
通
夜

日
午
後
６
時


告
別
式

日
午
前

時
、
美
原

町
３
、
美
原
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
苫
小
牧
市
民
斎
場
。
喪
主
は

次
男
、
昭
彦
さ
ん
。

（
親
拓
馬
）
桜
木
町
。

苫
小
牧

河
波
翠
桜
ち
ゃ
ん

気
に
帰
っ
て
き
て
」
な
ど
と
声

を
掛
け
、
そ
っ
と
放
流
し
た
。

６
年
生
の
佐
々
木
遥
希
君

（

）
は
「
１
年
生
の
時
は
１

～
２
匹
し
か
切
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
き
ょ
う
は

匹
以
上
で
き

た
。
魚
は
苦
手
だ
け
ど
、
チ
ッ

プ
は
好
き
。
塩
焼
き
が
お
い
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

魚
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
手

に
近
く
の
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
に

移
動
｢

大
き
く
な
っ
て
ね｣｢

元

い
て
も
少
し
は
動
く
た
め
、
な

か
な
か
う
ま
く
切
れ
ず
、
低
学

年
の
子
は
手
慣
れ
た
上
級
生
の

助
け
を
借
り
な
が
ら
数
十
分
の

作
業
を
終
え
た
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
の
後
、
稚

同
校
は
同
漁
協
の
協
力
で

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に
位
置
付

け
毎
年
、
一
日
体
験
の
機
会
を

設
け
て
い
る
。
児
童
た
ち
は
ぬ

れ
て
も
い
い
よ
う
に
か
っ
ぱ
を

着
て
ふ
化
場
を
訪
問
。
今
年
は

右
の
腹
び
れ
を
切
る
と
説
明
を

受
け
、
洗
面
器
に
数
匹
ず
つ
の

稚
魚
が
振
り
分
け
ら
れ
た
。

児
童
は
大
き
さ
６
～
７
㌢
の

稚
魚
を
１
匹
ず
つ
手
に
取
り
、

小
さ
な
は
さ
み
で
切
れ
込
み
を

入
れ
て
い
く
。
麻
酔
が
効
い
て

の
を
前
に
、
本
部
の
渡
辺
健
治

会
長
は
懇
親
会
で
「
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
な
ど
各
支
部
と
定
期
的

に
情
報
を
集
約
し
、
若
い
メ
ン

バ
ー
が
参
加
で
き
る
体
制
を
組

み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
５
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
を
了
承
。
懇

親
会
は
早
坂
幸
治
顧
問
の
発
声

で
始
ま
り
、
同
校
Ｏ
Ｂ
で
苫
小

牧
市
の
観
光
大
使
も
務
め
る
吉

本
興
業
所
属
の
お
笑
い
芸
人

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
と
し
き
・
だ

い
き
」
＝
平
口
敏
輝
さ
ん
、
加

藤
大
樹
さ
ん
＝
の
シ
ョ
ー
も
披

露
さ
れ
た
。
参
加
者
は
大
抽
選

会
の
後
、
校
歌
を
歌
い
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
親

睦
と
交
流
を
深
め
た
。
最
後
は

石
堂
鉄
雄
顧
問
の
あ
い
さ
つ
で

来
年
の
再
会
を
誓
っ
た
。

会
が

日
、
東
京
の
銀
座
ラ
イ

オ
ン
で
開
か
れ
、
卒
業
生
ら


人
が
出
席
し
た
。
同
窓
会
が
来

年
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る

首
都
圏
に
住
む
苫
小
牧
工
業

高
校
卒
業
生
で
つ
く
る
苫
工
同

窓
会
支
部
「
関
東
六
華
会｣(

篠

原
和
行
会
長
）
の
総
会
と
懇
親

ペ
ー
ジ
、
電
話
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
。
締
め
切
り
は

日
。

問
い
合
わ
せ
は
同
大

電
話

０
１
４
４
（
６
１)

３
１
１
１


明
に
続
き
、

分
の
模
擬
授
業

を
実
施
。
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

論
・
観
光
学
を
担
当
す
る
杉
山

維
彦
教
授
が
「
空
港
の
仕
事
～

仕
事
に
つ
な
が
る
北
洋
大
学
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
グ
ラ
ン

ド
ス
タ
ッ
フ
や
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
の
空
港
業
務
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

そ
の
他
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で

の
ラ
ン
チ
体
験
や
、
卒
業
生
２

人
が
「
大
学
生
活
の
思
い
出
」

「
就
職
活
動
の
進
め
方
」
な
ど

を
語
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
ト
ー
ク
も
予

定
し
て
い
る
。

同
大
の
広
報
担
当
者
は
「
２

０
２
６
年
度
か
ら
導
入
す
る
新

た
な
コ
ー
ス
制
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
」
と
話
し
、
近
郊
の
高
校

生
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
申
し
込
み
は
同
大
ホ
ー
ム

苫
小
牧
市
錦
西
町
の
北
洋
大

学
は

日
午
前

時
か
ら
、
高

校
生
を
は
じ
め
市
民
を
対
象
に

し
た｢

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス｣

を
実
施
す
る
。
大
学
概
要
の
説

地
域
住
民
ら

人
が
協
力
し

た
。
約
４
０
０
㍉
㍑
の
血
液
を

提
供
し
た
後
は
、
お
茶
や
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
を
受
け
取
っ
た
。
参

加
し
た
竹
腰
隆
志
さ
ん
（

）

は
「
必
要
と
し
て
い
る
人
に
届

く
よ
う
に
今
後
も
協
力
し
た

い
」
と
話
し
た
。

苫
小
牧
市
ウ
ト
ナ
イ
地
区
に

拠
点
を
置
く
建
設
会
社
４
社
で

つ
く
る
ウ
ト
ナ
イ
建
親
会
（
小

金
澤
昇
平
会
長
）
は

日
、
ウ

ト
ナ
イ
北
の
山
口
工
業
所
で
移

動
献
血
車
に
よ
る
献
血
活
動
を

行
っ
た
社
会
貢
献
の
一
環
で


同
会
と
し
て
は
初
め
て
の
実

施
。４

社
の
社
員
や
取
引
業
者
、

よ
ぶ
「
負
の
遺
産
」
と
し
て
の
長
い
下

積
み
時
代
が
あ
る
。
か
つ
て
は
故
郷
の

瀬
戸
内
に
続
く
穏
や
か
な
湾
岸
に
ご
み

処
理
島
が
で
き
る
こ
と
を
悲
観
し
て
い

た
私
も
、
昭
和
の
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
紆

余
（
う
よ
）
曲
折
を
経
て
、
こ
ん
な
ふ

う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
く
れ
る
と
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
。
関
西
国
際
空
港
、

海
遊
館
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ

・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
、
京
セ
ラ
ド

ー
ム
…
そ
し
て
Ｉ
Ｒ
の
候
補
地
と
し
て

名
が
上
が
っ
た
時
に
は
、
大
阪
に
こ
れ

以
上
の
エ
ン
タ
メ
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

か
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

批
判
も
多
い
万
博
だ
が
、
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
ほ
し

い
私
に
は
夢
洲
の
苦
境
を
打
ち
破
る


「
い
っ
ち
ょ
か
ま
し
た
か
ろ
か
ぁ
」
と

い
う
大
阪
の
意
気
込
み
が
聞
こ
え
た
気

が
し
た
。

（
苫
小
牧
港
開
発
秘
書
）

界
の
グ
ル
メ
や
人
々
と
の
触
れ
合
い
、

海
風
の
心
地
よ
さ
と
大
屋
根
リ
ン
グ
か

ら
の
景
色
。
リ
ン
グ
の
上
を
歩
い
て
一

周
す
る
と
、
全
て
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
築

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
リ
ン
グ

の
外
側
に
目
を
向
け
る
と
、
埋
め
立
て

地
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
広
大
な
埠
頭

（
ふ
と
う
）
に
膨
大
な
数
の
輸
送
コ
ン

テ
ナ
、
別
方
向
に
は
大
阪
Ｉ
Ｒ
（
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
の
予
定
地
を
望
め

た
―
。
万
博
は
た
だ
の
余
興
に
過
ぎ
な

い
の
で
は
？
と
思
わ
せ
ら
れ
た
ほ
ど

だ
。夢

洲
（
ゆ
め
し
ま
）
の
華
々
し
い
デ

ビ
ュ
ー
の
背
景
に
は
、
数
十
年
に
も
お

懐
か
し
の
友
人
が
大
阪
・
関
西
万
博

の
た
め
に
来
日
し
た
。
二
つ
返
事
で
飛

行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
、
万
博
会
場

で
会
う
こ
と
に
し
た
。
大
阪
を
訪
れ
る

の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
私
の
記
憶
に

あ
る
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
大
阪
は
、
下

町
感
を
所
々
に
残
し
な
が
ら
も
、
住
み

や
す
さ
を
感
じ
る
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
た
。
人
も
街
も
な
じ
み
の
商
店
街

も
変
わ
ら
ず
活
気
が
あ
り
、
訪
れ
る
先

々
で
万
博
応
援
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
る
。

万
博
会
場
は
予
想
通
り
の
混
雑
で
、

パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が

列
を
成
し
て
い
た
。
「
こ
ん
な
国
だ
っ

た
の
か
…
」
と
い
う
驚
き
と
学
び
、
世

夢

洲

木
下

き
の
し
た

裕
子

ひ

ろ

こ

身近なニュースを

お知らせください
電 話 0144(32)5313

ファクス 0144(36)8470

7:15 町内会だより
7:30 バイ・ユア・サイド
9:30 Ｉ ＬＯＶＥペット

10:00 ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ
11:00 セブンママの部屋
11:30 海街Ｌｕｎｃｈ
13:30 月刊ひらく
13:45 ハート・スペース
14:00 町内会だより
14:15 リメンバミュージック
15:00 アフタヌーン
16:30 夕方ｂａｙｂａｙ
18:00 堀江淳
18:30 ｍａｍｏｒｕｎラジオ
19:00 婚活ｓｔｏｒｙ
19:30 ジンケトリオ
20:00 ユニ×カルラジオ
21:00 ＮａｎＤａＬｏｗ
22:00 ＤＪ Ｍｉｘ
22:30 Ｂｅａｔｌｅｓ
23:00 ＣＳ放送(7:30まで)

チ
ッ
プ
ひ
れ
切
り
に
挑
戦

支
笏
湖
小
の
児
童
ら
一
日
体
験

千
歳
市
の
支
笏
湖
小
学

校
の
全
校
児
童
９
人
は


日
、
同
市
支
笏
湖
温
泉
の

ヒ
メ
マ
ス
ふ
化
場
で
支
笏

湖
チ
ッ
プ
（
ヒ
メ
マ
ス
）

の
稚
魚
の
ひ
れ
切
り
に
挑

戦
し
た
。
稚
魚
の
放
流
年

を
識
別
す
る
た
め
支
笏
湖

漁
業
協
同
組
合
が
ひ
れ
に

切
れ
込
み
を
入
れ
る
作
業

で
、
今
年
は

日
か
ら


日
ほ
ど
か
け
、
放
流
す
る


万
５
０
０
０
匹
す
べ
て

に
施
す
。

北洋大

28
日
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

空
港
業
務
に
つ
い
て
模
擬
授
業

申し込み用

ＱＲコード

稚
魚
の
ひ
れ
切
り
を
体
験

す
る
児
童
た
ち

ウ
ト
ナ
イ
建
親
会

が
献
血
活
動

４
社
の
社
員
や

住
民
ら
46
人
協
力

献
血
に
協
力
す
る
社
員
ら

苫
工
同
窓
会
支
部｢

関
東
六
華
会｣

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
北
洋
大
教
員

東京都内で総会と懇親会

思い出話に笑顔

肩
を
組
み
な
が
ら
校
歌
を

歌
う
参
加
者

し
た
小
物
や
菓
子
な
ど
を
販
売

す
る
事
業
所
合
同
雑
貨
市
も
同

時
開
催
。
午
後
３
時
ま
で
。

こ
の
時
期
恒
例
の
地
域
貢
献

事
業
。
勇
払
に
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
を
構
え
、

タ
イ
ヤ
の
再

利
用
や
資
源

化
を
行
う
三

光
産
業
（
帯

広
市
）
が
協

賛
す
る
。

雨
天
決
行
。
希
望
者
は
直
接

会
場
へ
。
問
い
合
わ
せ
は
愛
ら

ん
ど
ベ
ー
カ
リ
ー

電
話
０
１

４
４
（
５
２
）
５
６
５
６
。

苫
小
牧
市
新
開
町
４
で
パ
ン

の
製
造
販
売
を
手
掛
け
る｢

愛

ら
ん
ど
ベ
ー
カ
リ
ー
」
は

日

午
前
９
時
半
～
午
後
１
時
、
同

店
駐
車
場
で
市
民
の
家
庭
で
出

た
廃
タ
イ
ヤ

を
無
料
回
収

す
る
。
市
民

１
人
に
付
き

３

セ

ッ

ト

（

本
）
ま

で
引
き
取
る
。
園
芸
な
ど
に
使

っ
て
土
が
詰
ま
っ
た
も
の
は
対

象
外
。

店
内
で
は
、
市
内
や
近
郊
の

障
害
者
就
労
支
援
施
設
で
製
造

廃
タ
イ
ヤ
を

無
料
回
収

28
日

愛
ら
ん
ど

ベ
ー
カ
リ
ー
駐
車
場

(１４)    ２０２５年(令和7年)６月２４日（火曜日） 第２社会面（第3種郵便物認可）

hy291
長方形
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